
お願い：早いもので今月末は大型連休に入ります。お客さまも増えてきます。混雑の際は、譲り合ってお楽しみください。

          E-mail:info@obs.misato.wakayama.jp
           HomePage:http://www.obs.misato.wakayama.jp/

　　　　　 200204
〒640-1366和歌山県海草郡美里町松ヶ峯180
TEL :073-498-0305   FAX:073-498-0306

NO.76

理系だけでない宇宙開発

連載・今月の一枚
第14回 球状星団

メガパーセクメガパーセクメガパーセクメガパーセクメガパーセク

宇宙法笑百科
最新の天文教室より

　

　春の夜空は、少し寂しい夜空にな
ります。夏の夜空に見える天の川。
日本の夜空では、秋・冬にも見るこ
とが出来ます。この天の川の中には
たくさんの星や星雲・星団があり、
天の川のある季節はとても華やかな
夜空になります。ですから天の川の
ない春は、少し寂しい夜空になりま
す。そんな春の夜空でも、華やかさ
を醸し出すいくつかの天体がありま
す。今回のテーマである球状（きゅ
うじょう）星団もその一つです。
　球状星団は、我々が住む銀河系を
取り囲むようにあります。数十万か
ら数百万の太陽のように自ら輝く星
（恒星：こうせい）の集まりです。
銀河系の周囲に分布する球状星団は
非常に遠く、数万光年ほどの距離に
あるものが一般的です。かなり年老
いた天体と考えられ、宇宙に星が誕
生してまもない頃からあると言われ
ています。
　ご紹介する二つの球状星団は、と

もに明るくよく知られたものです。双眼鏡や小さな望
遠鏡でその姿を十分確認することが出来ます。　左上
の写真は、りょうけん座にあるＭ（メシエ）３と呼ば
れる球状星団です。明るさは6.4等級で地球からおよ
そ３万２千光年のところにあります。1764年、フラ
ンスの天文学者、シャルル・メシエにより最初に発見
されたと言われています。メシエは、「今月の星空」
でご紹介しているような彗星の観測・研究をしていた
天文学者で、淡く広がる彗星に間違いやすい天体を観
測し、その場所をカタログとして記録しました。この
球状星団に付くＭ（メシエ）は、シャルル・メシエの

事であり、Ｍ３とはメシエが作ったカタログの３番目
に記録されたものを意味しています。
　右下の写真は、春から初夏にかけて見られる球状星
団で、ヘルクレス座にあるＭ１３と呼ばれるもので
す。北天でもっとも見事な球状星団といわれます。明
るさは6.4等級で、地球からおよそ２万４千光年の彼
方にあります。星の数は100万個を下回ることはない
と考えられています。
　みさと天文台の105cm反射望遠鏡で見る、両球状星
団は、無数に星が重なり合い、とても華やかです。
「星の数ほど」という言葉を実感させてくれる天体で
す。

りょうけん座にあるＭ３

ヘラクレス座にあるＭ１３

（文責：小澤友彦）

　３月の天文教室では、４面にある
ようなオーロラの報告（スウェーデ
ン及びアラスカ）に引き続き「宇宙
法」の講座を行いました。ロケット
の打ち上げに象徴される宇宙開発。
最先端の科学技術が投入されている
フロンティア。それに対して、法律
とはまたカタイ話ですが、人類が生
きる範囲を広げてゆくときに、必要
なのは科学技術だけではありませ
ん。そんなまさに最先端の話を、宇
宙法模擬裁判コンテスト（Manfred
Lachs Space Law Moot Court Com-
petition 2002）に参加する日本人学
生チームという、滅茶苦茶優秀な学
生さん達が美里町セミナーハウスで
合宿しているところを捕まえて、講
師に来ていただきました。

　ムズカシイ話しになるかと思った
ら、小川さんの相談は「月にちょっ
と土地を買ってしまったんですけ
ど、大丈夫なんでしょうか？」とい
うもの。すると３名の（お笑い）相
談員が登場し、それぞれつい納得し
てしまう説明をしてくれました。
西原相談員：「宇宙法は国に対して
のきまりなので、企業には関係あり
ません。値段の安い今のうちに買っ

た者勝ちですよ！」
渡辺相談員：「いや、企業と国を切
り離して考えるのはおかしいです。
あなた、だまされてますよ！」
リャン相談員：「月になんて当分行
けないし、持っているという気持ち
だけの商品だから、別にいいんじゃ
ないですか。他にもあるでしょ？」
　果たして、この矛盾した状況をき
ちんと解釈するとどうなるのか？　

岡本弁護士（？）にやさしく解説し
ていただきました。答えは、、、聞
いたときは理解したつもりだったの
ですが、笑っているうちに気づいた
ら忘れてました（笑）。
　（民間の人工衛星の利用はすでに
盛んに行われていますし、実際に月
の土地を売っている会社もあるそう
で、実は法の整備は意外と身近な問
題なのだそうです。）宇宙をきっか
けに、少し法律も勉強したくなった
ひとときでした。　　（豊増伸治）

若さと才気あふれるみなさん。前日は徹夜で準備をしてくださいました。また、
第２段の天文教室も企画中とか！



　一個の原子に光が当たって散乱さ
れる方向は、指向性はあるが、相当
ひろく拡がっている。ところが原子
の集団である透明な固体に入射され
る場合はレンズの法則のように光は
相当いい指向性がある。あるいは不
透明の固体なら大半の光は表面で反
射されてしまう。これは、個々の原
子からの散乱波が合成的に干渉して
生まれる新しい効果である。このよ
うに、波長のサイズの中に多数の原
子があれば、光との作用は一個一個
の原子からの効果を単純に足し合わ
せたのでないことを教えている。必
ずしも原子が結晶状に結合している
かどうかは重要でない。こういう場
合の光と物質の関係は幾何光学で議
論される。望遠鏡の原理はこれで決
まっている。屈折、反射、吸収と
いった現象はこれによる。
　可視光の波長は原子サイズの数千
倍もある。そして、固体という相状
態では原子は肩を触れ合うほどに接
近した状態にあるのだから、可視光
波長内に数千個の原子があるとな
る。それでは大気はどうかという
と、波長内に数十個並んでいる程度
である。これは微妙な数である。こ
のため、星のまたたきや蜃気楼など
といった幾何光学の屈折現象で理解
できるものもあるが、青空のように
幾何光学ではいかないものも、両方
あるのである。

　さらに大気を複雑にしているのは

連載　美里から宇宙へ
火星の空、地球の空　４

（佐藤文隆：甲南大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長）

　観望会の内容は当日の天候、参加
者数になどで臨機応変に変わりま
す。あらかじめご了承下さい。

観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜

開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻　午後７時15分、８時、
午後８時45分（１日３回です。途中
参加はご遠慮下さい。）

参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
４(木)～７(日)：春の星雲、土星、他
11(木)～14(日)：春の星雲、土星、他
18(木)～21(日)：月、土星、木星、他
25(木)～29(月・祝)：月、木星、他

４月の天文教室
編集後記

地球の空

４月の観望会の予定みさと天文台通信

原子による散乱と幾何光学

★イベント「第７回 世界さわがに
　　　　　　　横歩き選手権大会」
日時：５月５日（日、子供の日）
　　　午前10時から(予定)
会場：みさと天文台 空の庭
　毎年子供の日に開催される恒例行
事、元祖さわがにレース。今年もや
ります！用意される豪華賞品にもご
期待ください。今年は、曽我部清典

５月以降のイベント

★天文教室「スターバースト銀河」
日時：４月14日（日）午後２時から
会場：みさと天文台 月の館
講師：西浦 慎悟 機関研究員
　　　（東京大学木曽観測所）
　聞き慣れない名前の天体ですが、
宇宙には意外とたくさんあるんで
す。形が変わっているものも多く、
見ているだけでも楽しくなってきま
す。木曽観測所の若手研究者を講師
としてお招きし、美しい画像ととも
にちょっと変わった銀河のお話をし
て頂きます。

　デジタル工房のご利用は、町内在
住あるいは在職の方で説明会におい
て登録を済ませた方に限ります。今
月の説明会は、４月７日(日)午後２
時からです。

休館：毎週月曜日・毎月第一火曜日
見学時間：午後１時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内：
午後１時30分、３時、４時30分

昼間の施設見学について

　天文教室はいずれも参加無料参加無料参加無料参加無料参加無料で
すが、会場設営の都合があります
ので、なるべく事前（２日前ま
で）にお申込み下さい。参加申
込、お問い合わせはみさと天文台
まで。なお事前申込は会場設営の
為ですので、飛び入りも大歓迎！

相状態：原子・分子と塵

　金星のようにぶ厚い大気では星も
見えない。火星のように薄い大気で
は青空もない。水星は月に近いもの
で、大気はないといってもいい。
時々、噴出しがあるという話があ
る。
　中間の地球大気はいろんな意味で
微妙なところにある。地球から目を
転じても一番不思議なのは地球であ
ることに気づく。地球は、大気以外
でも、どちらかの極端ではなく微妙
な中間の位置を占めている。それが
地球を一番謎の存在にしているので
ある。
　その一つが透明度の波長依存であ
る。地球大気を通して、可視光の星
は見えるがＸ線星は見えない。月で
はＸ線星でさえ表面から観測でき
る。火星では明るいＸ線星は見える
が、大気である程度の吸収は受け
る。
　大気の厚さが同じでも、電磁波は
通過する物質の密度とその変化率、
相状態、組成、などによって、透過
度はさまざまに変化する。ここで
「厚さ」とは物質厚さのことであっ
て、「密度」×「通過長さ」のこと
である。例えば、地球大気の厚さは
約千[グラム/cc]×[cm]である。一万
メートルの大気と約十メートルの水
の物質厚さは同じである。ガラスや
液体の水のように透明な物体でも、

十メートルもあればどんな透過度に
なるか？

　ここで透過度の波長依存度に関連
して次のような疑問にどう答えるの
か考えてみよう。
　病院にいくとＸ線透視写真を取ら
れる時がある。Ｘ線は骨の部分が黒
く映るから、身体の中の骨を生きた
まま見ることができる。造影用に飲
まされたバリューム液の部分が透過
を妨げるので外部からでも胃腸を見
ることができる。これがＸ線透視写
真による胃腸検査である。すなわ
ち、われわれの身体の肉の部分はＸ
線を透過するのである。もちろん、
透明人間ではないのだから、可視光
は肉体を通過できない。Ｘ線は通す
が可視光は通さない。ところが、地
球大気は、逆に、Ｘ線は通さないが
可視光は通す。全く逆なのである。
どう理解すればいいのか？
　一般にＸ線や放射線の重要な性質
は可視光にくらべて物質をよく通る
ことである。そしてＸ線や放射線の
透過度は大体は「厚さ」で決まり、
あまり組成にはよらない。それに対
して可視光の透過度は相状態と組成
によって大きく異なる。身体の「厚
さ」と大気の「厚さ」では、大気の
ほうが約百倍も「厚さ」は大きい。
だから、不思議なのは大気で可視光
がなぜ透過するのかである。

大気には原子（分子）もあり固体も
ある、ということである。大気は気
体だから分子が浮かんでいるのでは
ないかと考えるかもしれないがそん
な単純なものではない。分子は窒素
が大半で次が酸素である。物質厚さ
はこれが決めている。X線はこれら
の原子（分子）でストップされたと
思えばいい。分子だけなら、原子散
乱効果で10パーセントほど散乱され
て青空ができ、残りは幾何光学的に
前方に伝播してきたと思えばいい。
どちらもあるのである。
　大気中の固体とは、雲粒、雪、雨
粒といった水のものと、塵の微粒子
がある。「水のもの」も塵を核にし
ている。ここで話は複雑である。固
体のサイズが波長と比べて大きいか
小さいかで作用の様子は大きく異
なっているからである。そして大気
では、両方にまたがっているのであ
る。虹の水滴は波長よりも大きい
が、雲の水滴は波長よりも小さい。
　そしてこの為に、雲が視界をさえ
ぎるのである。雲の物質厚さは大し
たことないが、固体微粒子のサイズ
がちょうど背後の映像を乱してしま
うような散乱をしてしまうのであ
る。映像はくずれたがエネルギーと
しての光はやってきている。白雲の
輝きがそれである。

Ｘ線透視写真

ミュージックキャンプとの合同イベ
ントになっていますので、ミニコン
サートの時間もあります。表彰式は
トランペットの生演奏か！？
★天文教室「部分日食」
日時：６月９日（日）午後２時から
会場：みさと天文台 月の館
講師：豊増 伸治 研究員
　６月11日には、日本全国で部分日
食が見られます。そこで、日食直前
対策として天文教室を行ないます。
準備万端整えてあとは天気を祈るだ
け。なお６月11日の日食は、太平洋
地域では金環食として見られます。
★天文教室「７周年記念」
日時：７月７日（日）（時間未定）
会場：みさと天文台 月の館
　平成７年７月７日世界時７時７分
に誕生した「みさと天文台」も今年
の七夕で７歳になります。

デジタル工房説明会

　まだ、３月半ばを過ぎたばかりだ
というのに、ニュースでは、桜が開
花したと告げています。そういえ
ば、天文台の周りを見渡すと、水
仙、菜の花、菫、蒲公英、梅と植物
たちが華やかさを競っています。
　美里町の春の恒例イベントとなっ
たチューリップ園が４月４日に開園
します。今年は120種類、300000本
のチューリップを楽しめるそうで
す。この時期は、「チューリップの
ついでに天文台へも行ってみよう
か」という人も多いようで、天気の
良い日は天文台のお客さんも多くな
ります。今月末には大型連休も始ま
りますので、梅雨までのしばらくの
間、天文台がにぎやかなシーズンで
すね。
　天文台の庭でお弁当を食べる家族
連れなどを見るにつけ、こんな天気
の良い日は仕事を休んでどこかに行
きたいなぁと思ってしまうのは、私
だけでしょうか。



　先月号でご紹介した池谷・張彗星
は日に日に明るさを増しています。
その様子を写真にてご覧になってい
ただきましょう。明るさも尾の長さ
も変化しているのがわかります。し
かし残念ながら、編集日現在では、
肉眼で探すのは難しいですね。情報
によると、３月末に3.5等で最も明
るくなった後、再び暗くなってしま
うようなのです。残念です。
　この彗星は観測結果より周期が
365年と推定されています。次回、
地球へ近づいた時には、明るい姿を
見せてくれるのでしょうか？

連載　今月の星空

池谷・張彗星のその後

　日　　　 天文現象

５日（金）　清明　下弦
７日（日）　ポルックスの食
13日（土）　新月
17日（水）　春の土用の入り
20日（土）　穀雨　上弦
27日（土）　満月
29日（月）　みどりの日

１等星の食

今月の話題：天文と技術

技術が開く新しい扉

　今月は非常に珍しい現象が起こり
ます。ふたご座の１等星ポルックス
が消えてしまいます。と言っても本
当になくなってしまう訳ではなく、
小惑星に隠される「恒星食」と呼ば
れる現象が起きるのです。
　わずか 13.2等級の小惑星が、最長
4.8秒の間、1.2等級の恒星を隠しま
すので、星が消えたように見えま
す。しかも、消える星が１等星です
から、肉眼あるいは双眼鏡などでも
十分に観測ができるはずです。
　これまで観測されたもっとも明る
い恒星の現象は、(381)Myrrha によ
る ふたご座γ星(1.9等)で起きた恒
星食です。下の表には、明るい恒星
で実際に観測された食現象を記して
います。このように、実際に観測さ
れた目で見える星の食現象は、世界
的に見てもわずか７例しかない希有
な現象になっています。それが、今
度は日本で見られるのです。
　現象を見られるのは、４月７日の
日没直後、北海道の一部の地域に限
られていますので、ご注意くださ
い。

明るい恒星の小惑星による食で観測されたもの
 　　　年月日　　小惑星　　　　　恒星  (等級)
1975年１月24日　(433)Eros　　　 κ Gem (3.7)
1977年３月５日　(   6)Hebe　　 　γ Cet (3.6)
1983年５月29日　(   2)Pallas　　  　1 Vul (4.8)
1983年９月11日　( 51)Nemausa　 14 Psc (5.9)
1991年１月13日　(381)Myrrha　　γ Gem (1.9)
1999年１月18日　(820)Adriana　　FW Vir (5.7)
1999年３月４日　(748)Simeisa　　υ Leo (4.5)

２月20日 ３月９日

なぜ技術？

　突然ですが、４月18日は発明の日
です。1885年（明治18年）のこの
日、現在の特許法のもととなる「専
売特許条例」が公布されたのを記念
して制定されています。そして、
1960年（昭和35年）、閣議了解に
より文部科学省が主催して「科学技
術週間」が制定されました。科学技
術週間は発明の日を含む１週間で、
「科学技術について広く一般の関心
と理解を深め、その振興を図ること
を目的としている」とのことです。
そこで今月は、技術と天文の関係に
ついてお話したいと思います。

２月６日　

　どの分野でも同じだと思います
が、天文学も、やはり、技術の進歩
によって発展してきたのは言うまで
もありません。
　古来、人は肉眼で空を見上げて星
を観測していました。それだけでも
かなりの知識を得ていましたが、望
遠鏡の登場により、星の理解は飛躍
的に深まりました。また、写真技術
の登場は、より客観的な観測結果を
得る事が可能になり、よりいっそう
の情報を我々にもたらしました。

　天文の観測は、長い間、目で見え
る光（可視光）だけを使って行われ
ていましたが、技術の進歩は人間が
新たな目を持つことを可能にしまし
た。今では、電波、赤外線、紫外
線、Ｘ線、ガンマ線などありとあら
ゆる波長の電磁波を使って天体観測
が行われています。
　20世紀の終わりには、電磁波だけ
でなく、素粒子を使った観測も可能
になったのです。1987年に大マゼ
ラン雲で発見された超新星は、ハッ
ブル宇宙望遠鏡による詳細な観測も
進んでいますが、超新星からやって
きたニュートリノが初めて観測され
たという事からも有名な天体です。
　ニュートリノを観測するために
は、光を電気信号に変える光電管と
いう検出器を使います。スーパーカ
ミオカンデという装置では、3000

新しい目

３月13日

（上）みさと天文台に展示してあるカミオカ
ンデで使用している光電管の実物
（左下）今年１月末に発見された超新星

トンの水と11200本の光電管を設置
し、中性子と水分子の相互作用によ
り発生する光を見つめています。
　さらに各国で重力波をとらえよう
とする実験が続けられており、いず
れ人間は空間のひずみを見ることの
出来る目を持つことになるでしょ
う。今度の目はどのような天体の姿
を見せてくれるでしょうか。楽しみ
です。　　　　　　（矢動丸 泰）
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今月の三田くん
科学館事業関係の総括

出来事

報道・その他

　３月も中旬になり、今年の桜の開
花は平年より随分早いそうで、もう
ちらほら南国から開花宣言が聞かれ
始めています。
　まずは先月号の続きになります
が、スウェーデン速報の続報です。
ついに大規模なオーロラを見ること
ができました。２月17日夜、現地
出発６時間前の出来事でした。遠征

隊の僕らはこれぞオーロラというの
を見ずに９日間滞在していたので、
半分諦めかけていたのですが、見え
ましたギリギリに（嬉）。僕らに
とってはまさに奇跡です。その時の
オーロラが下の写真です。空全面に
広がっている様子が見て取っていた
だけると思います。初めて見たオー
ロラ。確かにそれは空がどうにか
なってしまうような、幻想的なもの
でした。後、心残りはこんなオーロ
ラを日本に中継したかったわけです

が、まぁ自然
現象が相手で
すので、仕方
ないですね。
　そんな特別
イベントが満
載の２月の科
学館支援事業
でしたが、今
はもう３月。
科学館のイベ
ントも終盤に
差し掛かって
きました。期

間中様々なお客様に来ていただき、
デジタル技術を体感して頂きまし
た。一番人気が高かったのは「テレ
ビ会議システム」（上写真）。この
展示物は、イベント期間の中ほどか
ら運用を開始したのですが、テレビ
会議を始めた途端、周りの視線がテ
レビ会議に集ります。それくらい注
目度が高いようですね。確かにテレ

ビを見ながら話すわけですから、身
近にありそうで日常には無いものを
感じていただけたと思います。残す
ところあと１週間無いですが、少し
でも多くのお客様にデジタル技術を
触って体感していただき、その体験
が未来のどこかで生きてくることを
願っています。
　　　　　　　　　　（三田 眞也）

（左）小さな子供も
画面に写ろうと一生
懸命。（左下）家族
そろってテレビ電話
初体験。（下）小学
生はマイク片手にレ
ポーター気分でノリ
ノリ中継。

２月
17日：連載
　　　（ほうき星は春が好き？）
19日：毎日新聞全国版
　毎日・地方自治大賞優秀賞
　「天文台を核にした地域のIT化」
24日：連載急遽休載
26日：連載
　　　（新天体が開く新たな扉）
３月
３日：連載（オーロラ観測）
４日：読売新聞情報紙マンスリー
　　　ら・ふぁむ（天文台紹介）

２月
17日：Ｍｐｃ編集締め切り
19日：ドーム整備
20日：ドーム整備、
　　　観測（彗星、M74＋超新星）
22日：観測（彗星）
３月
１日：大成高校美里分校卒業式
９日：和歌山大学卒論発表会、
　　　観測（彗星）

７日：関西テレビ／フジ系
「知的探検スペシャル３
　　　　稲垣吾郎の音楽狂時代」
（流星電波観測）、
海草地方情報紙「かいそうキッズ」
（イベント情報）
８日：有田市情報紙「ゆうゆう」
（イベント情報）
10日：連載（池谷・張彗星）、
　取材：和歌山新報（天文教室）
12日：新宮市情報紙「やたちゃん」
（イベント情報）
　＊連載：毎日新聞
　　　　　　「星からの贈りもの」

次は北海道へ！
地方天文台の危機と

１等星の食

10日：天文教室（写真右）
11日：サワガニレース打ち合わせ
12日：検収、観測（超新星）
13日：観測（彗星）

　ましけ天文台ってご存じですか？
北海道の増毛町にある町立の天文台
なのですが、実はこの４月から廃止
されることが決まりました。景気の
悪い話ですみません。もちろん研究
員の方はがんばっておられました
し、みさと天文台も町立ですから人
ごとと傍観できず、数年前から「全
国の天体観測施設の会」の仲間で望
遠鏡を贈ったり、ずっと応援してき
ただけにたいへん残念です。

　そう思っていたところに、非常に
珍しい現象である１等星の食（小惑
星によって恒星が隠される現象）
が、ちょうど増毛町付近で起こると
いう予報が入りました。４月７日
（日）の日没後（18:41頃）、図の

ポルックスの食

　この機会に、なんとか全国にそん
な状況を知ってほしいと思い、合同
のポルックス食観測会を企画してい
ます。みさと天文台としては、得意

帯の地域で、ふたご座のポルックス
が最長で５秒ほどポコッと消えるの
が双眼鏡でも観察できると予想され
ています。珍しいだけでなく、消え
方やタイミングなどを多くの場所で
観測することによって、小惑星につ
いても、また隠される星ついても、
これまでに知られていないことが発
見される可能性があります。

のインターネット中継などで協力で
きればと思います。
　地方がバブルの頃のままのやり方
で生き残れるはずもないし、またそ
れぞれ地域の考え方もありますか
ら、単純に文化施設を潰すこと＝
悪、とすべきかどうかはわかりませ
ん。背に腹は代えられないのです
が、そんなときこそ宇宙を見て、地
球や人類の未来のことを考える必要
があるようにも思います。
　ましけ天文台の場合は、町営での
存続をあきらめ、私設の天文台とし
て新たにゼロから出発することにな
りました。ポルックスのように一瞬
だけの消滅であってほしいと思いま
す。　　　　　　　　（豊増伸治）

地図（上）：黄色の帯の部分が、ポルックス
の食が観測される可能性の高いエリアです。
太陽系の軌道図（下）：ポルックスの手前を
小惑星パンドラが横切ってゆく現象です。

団体・出張講演

　年度末直前の寒い時期ということ
もあり、団体のお客さんはありませ
んでした。それでも澄んだ空気のも
とで星空を楽しむ一般のお客さんは
結構おりました

みさと天文台に
強盗!?　いいえ、こ

れはオーロラ観測時
の服装で行った天文
教室のひとこまで
す。暑かった。


